
本研究では水族館の水処理設備の省エネルギーやコスト低減に大きく寄与する技術開発の一環として，微生物を利用した循環型脱窒シ

ステムを開発することを目的としました。微生物の脱窒反応に必要な最適条件を選定して実際に海水魚を飼育した水族館のバックヤー

ド水槽において本脱窒システムを導入してその性能を実証しました。

１　脱窒反応に必要な電子供与体と充填担体の選定

　　嫌気環境下で微生物による脱窒反応が効率良く進行するために必要な電子供与体として酢酸ナトリウム，担体としてグラニュール

　　を選定しました。

２　脱窒菌の解析

　　脱窒菌としては酢酸資化性脱窒菌の Thauera 属や海洋性脱窒菌である Marinobacter 属等が多く確認されました。全菌に占める　

　脱窒菌の割合は2か月間で28％から70％に増大し，脱窒に大きく寄与していることが分かりました。

３　循環型脱窒システムの構築および実証試験

　　水族館のバックヤード水槽において生物飼育水中の硝酸態窒素を95％以上除去できる脱窒システムを開発することができました。

本研究では微生物の脱窒反応を利用して水族館の水処理において飼育水中の硝酸態窒素を効率良く除去できることを検証しました。循

環型脱窒システムは高効率な生物処理により窒素を除去できるため，補給水（海水）が不要となり，水質維持のためのランニングコス

トを大幅に削減することができます。
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